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研究主題 「生徒一人一人の個性を生か し、制作意欲を高める指導の工夫」

1研 究主題設 定の理由

個性尊重 や個 に応 じた指導が教育 の在 り方 と して求 あ られてい る。 この ことを高等学 校 の

美術教育 の中で と らえ よ うとしたとき、表現や鑑 賞の活動 を通 して生徒 が いか に自分 ら しさ

を確認 して 自己を表現で きる授業が展開で きるかが大切 であ る。

しか し、現 実 には授業 の中 で課題 に対 し意欲を示 さなか った り、積 極的 に取 り組 まなか っ

た り、途 中で制作が行 き詰 ま って放棄 した りす る生徒 が多い。
＼ このよ うな実態や生 徒 の生活感

、 自意識の変化 を十分 に把握 した上 で、生 徒一人一人 が意

欲を もって制 作 に取 り組 あるよ うにす るためには、教 師の働 きか けと して一 層 の指導方 法 の

工夫 や改善 が求 め られて いる。本研究部会で は、 この ことを踏 まえて研究主 題を 「生徒 一 人

一人 の個性 を生か し
、制作意欲を高 める指導の工 夫」 と設定 して、授 業研 究を主体 に本 年度

の研究 を推進 して きた。

研究 にあた って は、次 の4っ の観点か ら考察を行 い、研究 の構造化 と題材 設定か ら指 導 の

工夫 に至 る実 践的 な内容 を中心 と した。

4つ の観点

(1>高 等学校 の美術 にお ける個性 とはなにか

② 高校生 の制 作意 欲 とはなにか

(3>な ぜ この主題 が必要か

(4>各 自が工夫 した指導 とは

2研 究の構想

発問や説明の工夫⇒ ←魅力ある題材の設定

表現技法を習得 させる工夫⇒ 個性 ⇔機器利用等による授業展開の工夫

個別指導⇒ ・≒意欲 を高 め る評価

砂意欲的な表現

豊かな自己実現
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3研 究 の仮説

人 は本来 、自分の思 いや願 いを表現 したい とい う欲求を もってい る。美術 にお いて は、 そ

の欲求 を色 や形 といった造形 要素 を生 か した表現 によ り自己実現 を行 って いる。 しか し、表

現 に至 る過程 は生徒一 人一人 さまざまである。発想 ・構想 に時間をか ける者 、表 現方法 に凝

る者、展示 や解説 に こだわ る者 な どがあ り、 それぞれの生 徒が表現 におけ る充実 感を得 るた

め には個 に応 じた指導 が求 め られ る。

そ こで、本研究 で は、教 師が美術 の授業 にお ける個性 を正確 に認識 し、生徒 が興 味 ・関心

を抱 く題 材設定 を行 った り、指導計画の工夫 ・改善 を行 うことによ り生徒 の制作意 欲が高 ま

れば、 自分 らしさを伸 び伸 びと表現で きるだ ろうと考 えた。

4研 究の方 法

研究 の方法 にっ いて は、4っ の観点 を以下 のよ うに検討 した上で、 それぞれを関連 させ な

が ら年 間を通 して各学校 にお いて授業実践 と記録 を行 い、 その成果 と今後の課題 にっ いて ま

とめた。

高等学校の美術にお ける個性 とはなにか

○生徒 それぞれの制作過 程や作 品に表 れた特徴で ある。

○ 自己 と他 の違 いを認識 して、それを表現す る力で ある。

○ 自分 で表現 した もののなか に自分 らしさを発見す るとともに、他の人が表現 した もの

のよ さを共 感で きる力 であ る。

○思考力 、判 断力、心情 、技能 のバ ランスの上 に成 り立 ち、社 会的な協調 の上 に発揮 さ

れ るべ きものであ る。

妙

個性 の発揮 を促すため には

◎表現上 の個性 を発揮す るためには、基本的な技能 の習得 が必要 。

◎伸 び伸 びと表現 で きる教育環境や題材の設定 が大切 。

◎ 授業を通 しての人間形成 に留意。

高校生の制作意欲とはなにか

○ 自 ら積 極的 に課題 に取 り組 めること。

○生 きる力、生活す る力(興 味 ・関心 を含 めて)を 発揮す る こと。

○ 自意識 が表現欲求 につ なが ること。

妙

制作意欲を高めるためには

◎興味 ・関心 を もち、能動 的に取 り組 める課題設定。

◎期待感 、見通 し、作 品化の過程 が生徒 自身 に把握 で きる授 業の実施 。
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なぜ この主題が必要 か

◎ 生徒 の実態 に沿 った授業 改善 の必要性 。

◎ 生徒 の多様化 、意欲 の欠如 に対応 で きる指導 と評価 の工夫 。

◎ 自我 の確立 、他 との共感 がで きる場 の設定 。

↓
各自が工夫 した指導 とは

◎ 美術を苦手 とす る生徒 で も容易 に取 り組 め る素材 や制作手順 の設定 。

◎ 日本画 の伝統 的な技法 を実生活 に生か す題材 の設定。

◎ イメー ジをそのまま定着 させ る短時間課題 の設定。

◎ 身近 な材料 や用具 を使 い、 日常生活 で使 える版画制作。

◎絵本 の内容 を 自由に選 び、生徒 自身が計画 し、制作す る題材の設定。

《ユ ニ ッ トを も と に した ア ク リル工 芸 ・生 徒 作 品 》

一ノ 髪
臨蜘_酬 〆/

〆

、

ノ
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授業研究

「ユ ニ ッ トを も とに した ア ク リル工 芸」

-CDラ ック等 の 制作 一

1.研 究 のね らい

美術工芸 の学習領域 にはさまざまな ものがあ る。時 間の限 られた授業 の中です べてを網 羅

す るわけに はいか ないが、個人的 には素 材やテーマがよ く取 り上 げ られるものばか りでなく、

日常生活 の中 にとけ こん でいる身近な もの にも注 目し、学習 の内容 が一っ の分野 に偏 らず 多

種類 の造 形的 な経験 をさせ たいと考えて いる。

また一 方で は工芸 や立体造形 の制作 に苦手意識 を もつ生徒 も多 く、授業 にの りきれないケー

ス も目に して いる。工作 の嫌 いな生徒 に聞 くと、立体 的な造形 や工芸的 な内容 は、絵 画 な ど

の平面 的な造形 に くらべ、「す ぐにで きないJ「 手 間が かか る」 「(工作上 の)技 術 が必 要 」

「絵 を描 くよ うに うま くで きない」「失敗す る」等 の理 由で敬遠 されているよ うであ る。 もち

ろん生徒 の安 直な感想 とい う要素 もあ るが、手 間がかか った り、ある程度 の工作上 の技 術 の

習熟 が要求 され る ものが多 いの もまた確 かな事実 であ る。

本研究 で はアク リル板を用 いて身近 な実用品 を制作 させ る中 で、立体造形 、工芸 的な領域

におけ るこれ らの問題点を少 しで も解消 し、多 くの生徒 が自分 の考 え(ア イデア)や 工 夫 を

取 り入 れなが ら、意欲的 に取 り組め るような題材 の設定 や指導上 の工夫 を してみた い。

2.指 導 の ね らい

(1}紙 によ る試作 、製図、素材 の加工練習 を制作 の前 に行わせ、制作 におけ る計 画性 の

意味 を理解 させ る。

② 身近 な実 用品をっ くることで実用性 とともに造形的 な美 しさ、個性的 な アイデアや

考 え方 を取 り入れ させ る。

㈲ 素材 の加工作 業を通 じて素材 の特色 や用具 、工具 の使 い方 を理解 させ る。

3.評 価の観点

(1}実 用 性 を め ざ した 制 作 にな って い るか。 使 用 上 の安 定 性 や、 使 い やす さ を考 え て い

るか 。

② ア ク リル板 の素 材 を生 か し、 美 しい形 体 の表 現 を追 求 して い るか 。

(3》 あ た りま え の もの にな らず 、 自分 な りの工 夫 を行 って い るか 。
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4.展 開 例

《材 料 ・用 具 》

・ア ク リル板 〔2mm透 明 お よ び エ ッヂ カ ラー4色 〕

・ア ク リル、 桂 材 、 ア ル ミ、真 鍮 の丸 棒

・やす り 〔金 属 用 棒 やす り(荒 目 ・細 目)、 耐 水 研 磨 紙(600～800番)〕

・ア ク リル用 カ ッ ター

・接 着 剤 〔ア ク リル用 〕

・電 動 糸 の こ機 、 電 動 グ ラ イ ンダ ー、 ボ ー ル盤

《授業 の流 れ と指導のポイ ン ト》

(11紙 に よ る ユ ニ ッ ト練 習2h

「ボ ー ル 紙 で5×5cmの 正 方 形 を10枚 っ く り、 そ れ を も と に 同 一 の 形 を 多 数 並 べ た 時

に 、全 体 と して 美 し く見 え る よ うに ユ ニ ッ トの 形 を っ く りな さ い。」

・特 に実 用 品 を 意 識 しな い で ユ ニ ッ トの連 続 した美 しさや お も しろ さを 紙 に よ る試 作 の

中 で体 験 させ る。

ア ク リル板 の 加 工 練 習2h

「小 さな ア ク リルの 板1枚 を各 自 自由 に デ ザ イ ン し、 切 り抜 き、 穴 を あ け、 切 断面 に や

す りが け を しな さ い。」

・糸 の こ機 に よ る裁 断 、 ボ ー ル盤 に よ る穴 開 け、 や す りが け等 を練 習 す る。

← ユ ニ ッ ト練 習

ユ ニ ッ トに よ る→

基 本 構造

← アク リル板

加工練習
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(3)課 題 の説 明1h

『ア ク リル板 で任 意 の 同一 形 ま た は相 似 形 を 複数 つ くり、一 定 の間 隔 を と って積 み 重

ね 、 あ るい は並 べ 、 そ れ を数 本 の支 柱 に よ って 支 え る とい う形 の構造 を もとに して 、

CDラ ッ ク等 、卓 上 の実 用 品 をっ くる。』

・一 枚 の形 を ど の よ うな もの にす るか 。(幾 何 的 有 機 的 具 象 的等)

重 ね る、 並 べ る こと に よ って 美 しい形 、使 い やす い形 に な る よ うに工 夫 す る こ と。

実 際 に使 用 す るCD等 を 入 れ た 時 に は ど うか とい う こと も考 え る。

・ユ ニ ッ トの枚 数 は特 に限 定 しな いが 、一 人 分(61×45cmの 板1枚)の 材 料 の 中 で っ

くれ る範 囲 、 ま た実 用 品 と して 使 いやす い範 囲 で考 え る。

・色 は透 明 お よ び エ ッヂ カ ラ ー4色(ピ ンク ・オ レ ン ジ ・グ リー ン ・バ イ オ レ ッ ト)

の 中 か ら 自由 に選 ぶ 。一 つ の作 品 に何 色 か 混 ぜ て もよ い。

(4}ア イデアスケ ッチおよび原寸 による製図3h

・ユ ニ ッ トの形 は基 本 的 に は同一 形 で あ るが 、 あ ま り単 調 にす ぎ る場 合 は、 並 べ 方 、 重

ね方 に工 夫 を させ る。(ユ ニ ッ トの形 は変 え ず に1枚 ごと の高 さ に 変 化 を 加 え た り 、

相 似 形 を用 い るな どの工 夫 を させ る。)

・ア イ デ ア ス ケ ッチ が決 ま った ら原 寸 で製 図 を させ る
。(1㎜ 方 眼 紙350×500㎜)第3

角 法 で行 わ せ る が 、 あ ま り形 式 に は こだ わ らず 、製 図 を見 な が ら作 品 が っ くれ る よ う

にす る。 ま た ユ ニ ッ トを支 え る支 柱 の位 置 は実 用 性 、 安 定 性 を決 定 す る重 要 な 要 素 で

あ る。 図 面 の上 に実 際 のCDケ ー ス な どを 置 きな が ら工 夫 させ る。

(5}本 制 作8h

① ア ク リル 板 の 裁 断(カ ッタ ー、 糸 の こ機 に よ る)

1枚 のユ ニ ッ トが お さ ま る矩 形 を も とに1人 分 の ア ク リル板(61×45cm)に 、 枚 数

分 の矩 形 を描 き、 カ ッ ター で切 れ 目を 入 れ 、手 で折 りなが ら切 断 す る。切 断 した後 、

ユ ニ ッ トの形 に型 紙 を っ く り、 そ れ に合 わ せ て糸 の こ機 で裁 断 す る。

② 切 断面 の 処 理(や す りが け等)

裁 断 した もの をす べ て ま と めて テー プ で 固定 し、 切 断 面 に荒 目の やす りを か け 、 荒

削 りを す る。 仕 上 げ は金 属 用 の細 目や す り、耐 水 ペ ーパ ー(600～800番)を か け る。

③ 支 柱 の た め の 穴 あ け

支 柱 を通 す た あの 穴 を ボー ル盤 で あ け る。(8㎜ φま た は10㎜ φ)

これ もす べ て ま とめ て 固 定 した状 態 で行 う。
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④ 支 柱 の 切 断

ア ク リル、 桂 材 、 ア ル ミ、 真 鍮 の丸 棒 の 中 か ら選 ば せ る。

ア ク リル、 桂 材 は糸 の こ機 、 の こぎ りで 、 アル ミ、 真鍮 は金 の こ ま た は切 断 機 を 用

い 、切 断 面 は グ ライ ンダ ー をか け る。

⑤ 組 み 立 て(差 し込 み 、 接 着 に よ る)

切 断 した 支 柱 に あ らか じめユ ニ ッ トが 入 る位 置 に鉛 筆 等 で うす く しる しを っ け て お

く。支 柱 を ア ク リル板 に通 し、 き ちん とお さま った ら速 乾 性 の接 着 剤 で接 着 す る 。
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5考 察 および課題 匪 欝 こ琢 多

し 喉 呪.撫 鞍

■授業全体 の中で は、 アイデアスケ ッチ ・製図の段 階 までが生徒 それぞれの個性的 な表 現 や

工夫 をす る上で重要 な意味 を もって いる。 いきな り制作課題 に入 らず、事前 に練習課 題 を

行 わせ、ユニ ッ トの並置や積み重ね に視覚的 な美 しさやお もしろさを感 じさせ た り、 ア ク

リル板 の素 材的 な特色を よ く理解 させた上で 自由な発想 を出 させ るよ うに指導 した。完成

した作品 は こち らで予想 したほど同 じよ うな ものにな らず、生徒 それぞれが 自分 のデザ イ

ンを もとめて いる ものが多か った。

■原寸 によ る製 図 は最初 はやや不安 であ ったが、実際 に行 わせ るとほ とん どの生 徒 は描 くこ

とが で き、 またCDケ ースな どをその上 に置 きなが ら検討す る ことがで きて制作 の たあ に

わか りやす く、有効 であ った。

璽 で きるだ け簡単 な技法 でっ くるとい うことが一っ のね らいであ り、全体 にはほ とん ど問題

な く制作で きていた。ただ、 カ ッターによ る切断 や糸 の こ機 による裁断 はそれな りに抵 抗

のあ る生徒 もいたよ うであ る。材料 の加工 は今後 は個 々の生徒 につ いて もう少 して いね い

に指導 して い きたい。

■身近 な実用品 をっ くる とい うことで生徒 の制作意欲 は全体的 にだ いぶ高 ま って いた よ うで

あ る。 いっ もは工作、工芸 の苦手 な生徒、意欲の希薄 な生徒で も興味、関心を もって取 り

組 んでいた。 また軽量で、透明感 のある美 しさを もっ アク リル板を用 いた こと も制作 に興

味 を もたせ たよ うで ある。
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「墨絵を描いた団扇(う ちわ)を 作る」

伝統技法 と個性のかかわ り

1.研 究のね らい

簡単 なスケ ッチやク ロッキーは描 く楽 しみを与 えて くれる。短 い時間に完成できることと、

手 を動 かす筋肉運動 の快感 がある。 これ はまた描 く対象 を既 に描 く側 がよ り直接 的、個 性 的

に抽 象化 して いる行為 の結果 である。

しか し、 スケ ッチや クロッキーは下絵、素描 、練習作品 とい う部分 が強 く、作 品 と して の

存在価値が弱 く、発展的 な完成作品 とつ なが りに くい。 したが って生徒 に とって も当然制 作

意欲へ もっ なが りに くく短絡的行為で終 って しまう可能性 が高 い。

そ こで、墨絵 で スケ ッチや クロッキーの手法、っま り ドローイ ングの道具 と して活用 す る

ことでよ り内面 的、個性 的作品 の具現化を はか る。加 えてそれを 「団扇」 とい う実際 に使 え

る ものに仕立 て ることで、よ り作品 の存在価値を高 めよ うと考 えた。 これ は一 方、生徒 の個

性 と制作意欲 を さらに高 める相乗効果が あると期待 で き、授業実践 を もって研 究を試 みた。

2.指 導のね らい

(1)日 本古 来 の道具、素材(文 房四宝)の 価値を再認識 す ることがで きる。

(2)基 本技法 を生 か して、一人一人が個性的 な作 品をっ くることがで きる。

(3)実 際 に使 え るものを作 る ことで制作意欲を高め る。

3.指 導のポイ ン ト

(1}課 題の設定 にっいて

「画仙紙 に描 いたオ リジナルの墨絵 を もとに団扇を作 る」

(2)制 作意図 を伝 え る

■ 墨、硯 、筆 、紙 の性質 を知 りその価値 を味わ うことがで きるよ うにす る(文 房四宝)

■ 基本技法 の練 習後 、オ リジナル作品 を描 けるようにす る。

■ 文化祭 な どで も活 用で きることを示 し制作意欲を図 る。

(3}材 料 と道具 につ いて

■ 材料

■ 道具

画 仙 紙(23cm×28cm)

竹 骨 、 縁 テ ー プ(60cm)

筆

墨 、 硯 、 文 鎮

(ア ク リ ル 絵 の 具 、 ス テ ン シ ル ス ポ ン ジ)
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(4)指 導 の実際r年

■ 行程4回(2時 間 ×4回)

1回 目 基本練習 筆法 の練習

2回 目 オ リジナルモチーフを スケ ッチす る

3回 目 スケ ッチを もとに作品を描 く

4回 目 団扇 に組み立 て る

■ 指導 の ポイ ン ト1回 目の展 開(100分)

展開 時間(分) 指導内容 留意点

10 道具の配布 。2人 に1セ ッ ト

io 道具の解説 。文房四宝
導 入

。松煙 ・油煙墨 、画仙紙

10 墨絵の概論 。墨 を摺 りなが ら

① 直筆と側筆 。八運筆法

。墨 のふ くみをたの しむ

展 開1 20 ②"な ず を描 く 。全体へ よ く見え るよ うに

③"椿"を 描 く

④"竹"を 描 く

展 開2 30 自由練習と清書 。②③④か ら1枚 提出

、

。濃中淡の効果

整 理 10 黒板へ作品提示 。筆勢の表情

。予告

。水洗いの確認
あとかたづけ 10 道具の返却

。分類別返却

道具 練習作品
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4.評 価 の 観 点

iiilll撚lll篠二:1　」
(4>オ リジナ ル モ チ ー フを探 しス ケ ッチす る。(具 象 とす る)

(5}ス ケ ッチ を も とに濃 淡 を生 か し作 品 を 完 成 す る。

(6)丈 夫 に美 し く団扇 を組 立 る 。(裏 側 は 自 由 とす る)提 出

1回 目

2回 目

3回 目

4、5回 目

5.組 み 立 て

嘱藩

魔

懸饗

鐸

6.完 成 作 品

憲 、

瓶 ㍉
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7.ま とめ

(1>「 墨絵 と団扇 」のね らいにっ いて

今回 は学校教育 の 目的を、普遍的真実 の授与 と個性 の確立 と考 えた。 これ は一 見矛 盾 し

た ことのよ うに思え るが、前者 は基礎 で後者 が応用 で、全体 として トー タルの もの と考 え

た ことによる。美術教育 は個性 を大切 にす る性格 か ら前者 の部分 が少 ないように思えるが、

教 材 によ って下 図のよ うに分析 で き、「墨絵 と団扇」 は◎ に当 た り、前者 と後 者 が ほぼ半

分 に位置 して いて、個性 が基礎力 を土台 に発揮 される ことを期待 した形 であ る。

A B普 遍的 C
普遍的

真実

④ 模写や規定 の強い課題 ⑧ 自由テーマの油絵 ◎ 使用 目的 のあ るポスター

(2}制 作 の実際

多 くの生徒 が、墨 と筆 と和紙 の意外 な表情 に驚 きを示 し、興味深 く取 り組 んだ。古 くて

以 外 に新 しい素材 であ ると認 め ることがで きた。

団扇 は この時節(9月)に 様 々な種類 が市販 されて お り、各家庭 で も利 用 されて いる。

この事が手づ くりのオ リジナル作品 を作 ってみよ うとい う制作動機 を生 む きっか けとな っ

た。 また文化祭 に活用 で きることもその一助 とな った。

(3>墨 絵 と教材 にっ いて

今後、絵葉書 、団扇 、動物 、屏風、凧 など 日本 の伝統文化を土台 に した教材 が種 々考 え

られ る。生徒 の実態 や施設設備 の状況 も、教材 の課題条件 と して配慮 しなが ら、伝統文 化

の伝達 を 目的 と した授業 に重要 な意義を認 めたい。

一11一



一

「短 時間課題の研究」

痢
1
一
プ
臼

1.研 究のね らい

授業 において、構想 か ら完成 までに長時間掛 ける課題 には完成 の成就 感を味 わ うことと、

作業 の計画性 を身 にっけ ることの意義 がある。 しか し、年 間の授業 がそれだ けにな って しま

うと次 のよ うな問題点 が浮上 して くる。

・発想 や表現欲求 を、そのままイメー ジと して

定着す る力 を伸 ばす時間が ほとん ど無 い。

・長時 間掛 けた課題 が失敗 してはな らない こと

か ら、無難 にま とめ る方 向で仕事 を しが ち。

〔個性表現 の抑止 〕

・ひとっ の表現 を安易 に再現す る傾向が生 徒 に

定着す る。〔既成 の表現 の無批判 な借用 〕

・

　

饗

魂

鍵

蟻

錨

購

カレ

〆
、

導

触

毒

藁

緯

毒

一

ボ

騨
鑑
藩

蹴

灘櫛

b灘

。

抄

L

・評 価 の偏 り。 〔発 想 が ユ ニー クで も、作 品 化 して い く技 術 の 未 熟 な生 徒 は ど こ で 認 め ら

れ るの か?〕

一 しか し生徒 が様 々な角度か ら自由 に発想す る時間 を設定す るす る ことで
、上記 の 問題

点 の解 消 にな って い くと考え、長 時間課題 の前後 や合間 に年7回 程度、1、2時 間で行 う

「短時間課題」 を取 り入 れて きた。 そ こで は技 術的な もの は取 り敢 え ず気 にせ ず 、 自由 に

発想 す るとい う立場か ら、「描 くこと」「っ くる こと」を よ り身近 に感 じ、結果 と して柔 軟

で即応 的な感覚 が養われて い くとい うことを目的 とす る。

また、長短2種 の課 題があ ることで、年間 の授業 の流れ に変化がっ き、生徒 は様 々 な角

度か ら美術 を と らえ る機 会を得 る。一方考え る側 は、長時間課題だ けで は見 えなか った生

徒 の個性 の側面 を発 見で きる。

以上 か ら 「短 時間課題」 にっいて、 その 「生徒一人一 人の個性 を活 か し制作意欲 を高 め

る」内容 の開発 を 目指 し本研究 を行 った。

2.指 導 の ね らい

「短時間課題Jで は柔軟 で新鮮 な発想 の自由性や、短 い時間の中でそれを定着す る力

を養 う。最終 的に は美術 の授業 の総体 と しての、生 命感 あ る瑞 々 しい発 想や、各人 の個

性豊か な表現 を絶 や さない ことを目的 と して指導す る。

3.指 導 の ポ イ ン ト

(1)色 や 形 を 整 え る こ とに腐 心 す る よ り も、各 人 の個 性 に従 って思 いっ い た アイ デ アを 自 由

自在 に 表 出、 展 開 で き るよ う指 導 す る。
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(2)美 術 に苦手意識 を持 った生徒 が 自分 の長所 を見ら けた り、美術の面 白さを知 る機 会 とな

るよ う考 える。

(3)こ こで養 われた 自由で柔軟 な発想 やその展開が、長時間課題 と補完 し合 い、双方 の能 力

が バ ラ ンス良 く伸 び るよ う指 導 す る。

4.評 価 の観 点

豊 かな発想 や、柔軟 な展開が

見 られ た か 。 霧鍵

藻舞響 鎌

5_蜜 ガ17胃
(Dプ リン ト課題 と して出題 した もの

(例)「 同 じ人 の太 る痩 せ る、年齢 によ る変化を描 く/様 々な人の顔 を楕 円の中 に描 く」

0敵 磯aRa()..gm.i++wa++a-〉

ぱ ヒへ る　 ...5.　 りゆ れ 　 も

磯⑤⑳

獣

鷺総 鞭
o`蔓)

ゆ れ

魔鞭撫
ニロぬhtAC.#ct6a

㈱ 勧磯噛
」,o弘 鱒 略鴨.^」 等・♂頃 臨 ・ε`〔恥 配 轍.一,

Φ㊥鱒

O短 時 間 で しか

だ せ な い 世 界 に

普 段 着 の 自分 が

出 る こ と も多 い 。

蕊:懲蕊熱
こヤぬ へ ぶいをえしモも

㊤θθ㊨⑫
」.Q質 ・鱒 ・隅.ん ・辱。・し璽嚇{《 怖 解 鮒,.)

命纒 簸 74幽 、鳳"ゴ 喝.配h甑.角r帽 ℃

,凱 ■匿し職r駄 ヒ.w.q.「

② 画材を指定 した例(長 時間課題 の単純 小規模型)

(例)「 水彩 で生物 を表現」

奨2弩 ぐこ

,.

.

や ん
ぐ

ふト
、0

叢〆

重負」呼穐・・圃輔 蝋 碗・・ク 乳質」醐 咽 棚 輔 、凧

㊤①㊤ ⑬繭 麟

㊧《》㊤ ㊧㊥禽

壷 鵬 ⑲ ㊤曹

撚 こ畿 鰍 ㍑磐 蠕・{・ 購 価 ・輔 一沸
,嘱 風「い ¢庶...,、f罵 層

'曳
♂ 、

'ピ{、

!'～!
_

・ 裂
〉?、

一 だ(… 一

・ 、l!
、!＼ ㌧

1

・ 垂
、'1、

∫母
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ラ3(

岬
や
隙
膵

①

.

藁半紙 に行 った もの

(例)「 オ リジナルの缶入 り飲料のデザイ ン/胸 飾 りのデザ イ ン(効 能書 きも)

ミ}よ 、「i』!

尊鴫 逡
■

馬,■

㌧詳類

、r:・ ・o。 馳

ブr'匹 【-

　 れ 　
　ヒトニセのの

魯 つ 堕

噌.星、」瀞

麟 纏
童。詠1ル

～
㎜ 輩r筐口

ろk

騨擦隙瓢識

O

栖磐

艶

…

饗

羅

M鯨

轟

繋

・

騰 糧纂

葬難
む 　　　　お

襯 ヌ難篤ざ謡

講 轟晦
憾.一 一一

ノ幽 ら,,,:

(例)「 この 夏 した こ と、 あ った こ と」

憾 瓢_繍 強 無.:

鋤蘂 鍵幽

麟 難謝
/輝

`拳 壽

・・『
.冷

(例)「 自分 に と って 、 この世 に必 要 な もの 」
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竃

(例)「 友 だ ちの作品(オ ブジェ)を 好意的 に対す る」

亀 λ 駄 櫛 麟"

蕊 冷幽 撫

鰹輪
漏燕

薪
霧
磯 雛

し

(例)「 外 国人 に日本を、他校生 に 自分の高校 を紹介す る」

劉.馨 翻

簾鰹 懸
ドr/＼ Ω 。鶴 蕪 欝

盤
講

轍

、②肋II6ゼ 騰 い_!b

l講i
(そ の他 の例)「 よ く行 く店 を紹 介 す

る」、 「レモ ン(向 日葵 な ど …)を 自

分 の イ メー ジで 表 現 す る」、 「四 季 そ

れ ぞ れ4っ の 菓 子 を デ ザ イ ン して 説

明 す る」、「四 コ マ漫 画 で表現 す る」等 。

(4)工 芸 的 な もの

(例)「 は り金(#20、80c皿)を 使 っ

て生 物 を 表 現 す る」

6.考 察

盤轟
か

ピ

ハ

ソ
ロ

の

㍉

〉
,-
ね
鍬嘔
.、.
ん
/

触殉漏

一
,綴
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ズ

ド　

だ

へ
ゑ

く

へ

ヘ

ギ

　

ヨ
　

ご

ぐ

ラ

ペ

み

い　ニ

ゆ

お

　臨
醤

蓼
この 「短 時間課題」を導入 した結果、で はどんな ところにその実 が上 が ったのか とい う と

「短時間課題」 を行 わず に年 間を進 めた ことが一度 もな く、比較 で きな い こと もあ るが、 限

られ た時間の中 でその顕著 な課題 の効果を見 いだす ことは難 しい。 しか し、長短2種 類 の課

題 で変化をっ けて授業を行 うことは、なお有効 であ る。長時 間作業 の連続 ばか りか ら来 るマ

ンネ リ化を防 ぐことがで きる し、 なにより も生徒 の個性 のバ ラ ンスあ る育成 のた あに必要 と

考 え る。 そ して生徒 たちが これに生 き生 き と取 り組んで いることは、その様 々な作品か らも

事実 と して実感 できる。

しか し、「短 時間課題」 を次の長 時間課題 にど う効果的 に反 映 させて い くか は課題 の残 る

ところで、 それ は教員 の研究 と工夫 に大 き く依 って いる。

今後 も整理分析 を重 ね、長短双方 の課題が有機 的効果 的に結 びつ き、よ り高 い総体 と して

の美術の授業 とな るよ う努 あてい きたい。
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「版画 によるイラス トカー ド作 り」 一身近 な美術 をめ ざ して 一

1研 究 のね らい

どの生徒 も、 自分を何 らかの方法 で表現 したいとい う欲求 は持 って いるものである。 しか し、

絵 を描 くことで 自己を表現 す ることに抵抗感 があ り、絵を描 くことが苦手であ ると考 えて い る

生徒 も多 い。 けれ ど も、絵画 には抵抗感 のあ る生徒で も、 イ ラス トには親近 感を抱 いてい る場

合 が多 く見受 け られ る。

そ こで、 イ ラス トによるカー ド作 りという身近 なテーマを選 び、版画 とい う直接描 いた もの

で はない題材 を選ぶ ことで苦手感 を少 しで も減 らし、のびのび と自己を表現 できればと考えた。

また、卒業後 に年賀状 などで版画 に取 り組む事がで きれば、学校 の授業 とい う場 を超え て美

術が 日常 の中に生 きた ものにな るのではないか と考 えた。

2指 導のね らい

(1}自 分 の考 えを、作 品に作 り上 げ る喜 びを味わわせ る。

② 自分 の作 品や他の生徒 の作 品等 を鑑賞す る ことで、それぞれの個性 によった作品 のす ば

らしさを体験 させ る。

㈲ 年賀状等 に活用で きる授業を体験す ることで、美術を よ り身近 な もの にさせ る。

(4)版 画の いろいろな技法や代表的作 品を学ぶ とともに、市販の孔版印刷機 とい う身近 に手

に入れ ることのできる版画素材を通 して孔版技法 にっ いての理解 を深 めさせ る。

3評 価 の観 点

(1}自 分な りの表現方法を探 し、作品 と して表現す ることができたか。

② 従来 の表現 を越 えて、 自分 な りの表現を深 め、工夫す ることがで きたか。

㈲ 課題 に進 ん で取 り組み、 い くっ もの アイデアを考 え ることがで きたか

(4)版 画 の技法 を理解 し、工夫 ができたか。

(5)自 分や友人 の作 品のそれぞれのすば らしさを感 じることがで きたか。

⑥ 準備、片 づけに進 んで取 り組 む ことが できたか。

版A、Bに 置く絵 の具の色 を工 夫して水彩風 多色刷 りにした作品。

弊
辱

.

纈・・t■ ■■ 「

1...1

車の 上部と月面 で1版 、

宇宙 と車の下 都で1版 の

2版 に上 手に版を分けて

いる作品。
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4展 開 例 旺

(1)課 題 の設 定

題 材 名 「ス ク リー ン版 画 に よ る イ ラ ス トカ ー ド作 り」

(2)材 料 、用 具 の 準備

・ス ケ ッチ ブ ッ ク(ア イ デ ア スケ ッチ用)

・はが き用 紙(一 人20枚)

・製 版 用 ラ ンプ(一 人6個)

・イ ンク各 色(100人 で70～80本 位)

・ペ ーパ ーパ レッ ト、パ レッ トナイ フ(混 色 用)

・そ の 他

・市 販 の孔 版 印 刷 機(6台 ～7台)

・製 版 用 マ ス タ ー(一 人3枚)

・製 版 用 原 稿 用 紙(一 人5～6枚)

・製 版 用 の ペ ン(30～40本)

・乾 燥 用 の カー ド置 き(ク ラス人数 分)

ク リー ナ ー、 チ ュ ー ブ絞 り器 、 新 聞紙 な ど

(3》 指導 の実 際

階段 時数 学習の流れ 指 導 の 要 点 指導評価の観点

導入 1 版画全般 につ いて 凸 版 、 凹 版 、 孔 版 、平 版 とそ れ ぞ 版画 の技 法 と

版画 にはいろい ろな れの版画 の特徴、代表的技法 と作 品 作品 にっ い て理

技法が あ り、 それ ぞ を知 る 解を深 め る こと

れ の技法を使 った 浮 世絵 について、技法 と代表 的 作 が で き た か 。

すば らしい作 品 の あ 品 を知 る。

る こ とを知 る。

1 その技法 の中 の ひ 技法 について付属の ビデオを見 る。

とっ で あ るス ク リー

ン版 画 の 中 の プ リン

トゴ ッ コを使 う こ と

を知 る。

展開 3～4 アイ デ ア ス ケ ッチ ア イデ アを い くっ か 出す こ とは 、 テ ー マ に 沿 っ

テ ーマ を知 り、 そ 生徒 の一番苦手 とす る ことであ るが てアイデアスケ ッ

れ に従 って ア イ デ ア そ こで考 えに考 える ことで今 まで生 チを4っ 以上 描

ス ケ ッチ を4っ 以 上 徒 の中に眠 って いた新 たな表現 を引 く こと が で き た

描 く 。 き 出せ るの で はな いか と考 えて い る。 か 。

今 回 の テ ー マ; ま た、 実 際 の作 品 と して は 、 週 に 自分 な りの作

窓の中 と外 2時 間 で は1年 間 で い くっ も作 る こ 品 を工 夫で きた

瓶 の中 と外 とが で きな い の で こ うい った場 所 で か 。

鏡 の中 と外 表現 の可能性 を広 げよ うと考 えて い

表 の顔 と内な る心 る 。
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1^-2

4

下図の制作

版の制作

3版 に絵を分 けて

版を作 る

テ ー マ を決 あ な い と、既 成 の キ ャ1

ラクターでカー ドを作 る生 徒が多 く

でて しま う。

二 っの ものを対比す るテー マを設

定 す ることで、形のみでな く色相対1

比 や明暗対比 などの工 夫をす る生徒

もでて くる。

写真の コピーなどを使いコラージュ

風 に仕上 げる こと もで きることを知

らせ る。1

b6

ア_ケ 。チの中から難 入。σ 鹸

たものを一っえらび・齢 ・着彩を」一

して 印刷 の時 の イ メ ー ジを っ か む 。

基本 として は、色版2版 と墨版1

版 に分 け る。

窓 ガ ラスに版 を重ねて貼 り3版 が

ずれないよ うにす る。

墨版 を最初 に作 ってか ら行 う と簡

単 であ る。

3版 で無理 な場合 は、 自分 で版 を

さらに用意す るか、刷 り上が った後

で色鉛筆 などで描 き加え る。

アイデアスケ ッ

チ に した が って

版 を 作 る こ と が

で き た か 。

魚のはく泡に紙の白を利用した作品。
1■

猪

色の ついた紙 を使 って紙の色 も利 用した作品。

■

y交

3版 全部に色 を使 って、 墨版にこだわ らずに作 った 作品。
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4 製版、印刷
幣r

製版 、印刷 に

製版をす る。3版 ビデオを もう一回見て技法 を再確 自分 か ら取 り組

がずれな いよ うに注 認 す る。 め た か 。

意 す る。

好 みの色を作 り、 1版 ずつ色 を置 いて は印刷す る こ

イ ンクを置 いて い く。 と、薄 い色 の版 か ら印刷す ることを

注 意 す る。

印刷 す る。 試 し刷 りの用紙 に印刷 した後、 一

人20枚 ずっ 印刷 し乾燥台 に置 いて乾

燥 させ る。

2版 め以降の印刷。 同様 に印刷 して い くが、ずれ て し

ま った場合 は位置合わせをす る事 で

ぴ った りと合 わ せ る こ とが で き る。

提出

提出形 式 に従 って2枚 提 出、残 り

は持 ち帰 る。

作 品 の サ イ ズが 小 さい の で 、 イ レ

バ ネ等 に入れて校 内などに飾 る こと

が で き る。

(参 考 提出形 式)

5考 察および課 題

(1)市 販の孔 版印刷機 とい う特定 の会社の技法を使 って い る

ことで、体験 で きる技法 に偏 りがでて しまう点 は感 じて い

る。 しか し、簡単 に多色刷 りがで き、近 所の文房具屋 で購

入 で きる身近 な素材で ある点 はよいと思 って いる。

② テーマを設定 して カー ド作 りを行 ってい ることはよ いと

思 うが、 どの よ5な テーマを選 ぶか は今後 さ らに工夫 が必

要 と考 えてい る。

(作 品)

一『

(テーマ)びんの内 と外

匝]回
巨](*●)

2839山 、郎

㈲ この課 題 の発 展 形 と して 、 同 じ市 販 の孔 版 印刷 機 を 使 って 別 の 授 業 で名 刺 を 作 らせ て い

る。 パ ソ コ ンで 自分 の名 前 、住 所 の フ ォ ン トや サ イ ズを 選 び、 そ れ を プ リ ン トア ウ ト し た

も の に 自分 の マ ー ク を デ ザ イ ン した もの も加 え て レイ ア ウ トさせ 名 刺 を 作 らせ て い る 。

文 字 の サ イ ズ(ポ イ ン ト)、 フ ォ ン トを体 験 させ た り、 レイ ア ウ トの基 本 を 工 夫 さ せ る こ

とが で き た よ うに思 う。

(4)コ ン ピュ ー タ ー を活 用 して 、 写 真 等 を ス キ ャナー で と り こみ加 工 して か らイ エ ロ ー 、 マ

ゼ ン ダ、 シア ンに分 けて プ リン トア ウ トす る こ とが で きれ ば 、写 真 を使 った フ ル カ ラ ー の

カ ー ドを作 る こ と もで き る はず なの で今 後 の課 題 と して い きた い 。
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「オ リジナルの絵本 をつ くる」一 自分のイメージを大切 に して一

1研 究 のね らい

最近 で は、小 さな こど もだ けでな く大人 まで楽 しめるよ うな芸術性 の高 い絵本が 出版 され て

お り、また、世界 に一冊 しかないオ リジナルの絵本を手作 り しよ うという試み も広 く行 われ て

いる。絵本 に は絵 本でな ければ表現 で きない世界 があ り、作者の イメー ジや アイデアを生 か し

て 自由に内容 や形 式を考 え ることがで きるとい う大 きな魅力が ある。

今回 この題材 を取 り上 げたの は、オ リジナルの絵本制作が多様な興 味や関心を持っ生徒 ひ と

りひと りの個性 を尊重 し、表現 意欲 を具体化 す ることがで きる題材 であ ると考えたか らである。

本研究 で は絵本 制作の過程 で、生徒 ひ とりひ とりが 自由 な発想をふ くらませ、完成 まで意欲

的 に取 り組 め るよ うな題材 の設定 や指導上 の工夫 に焦点をあてて授業研 究を行 うことと した。

2指 導のね らい

(1)自 分 の個性 や特性 を生か し、独創的 な作品を発想 、構想 す る力 を養 う。

② 絵本の内容 、形式、表現方法 などを考え、計 画的に制作 しよ うとす る意欲 、態度を育 て

る。

(3)制 作上 必要 な技法 や材料用具を考 え、 自分 で準備 し、主体的 に制作す る態度 を養 う。

(4)相 互 の作品 の鑑賞を通 して、 自分 とは違 う発想 や表現 を感 じ取 る鑑賞力 を育 て る。

3評 価 の観 点

(1》 自分の個 性を生か して、 自由 な発想 をす ることがで きたか。

(2)絵 本 の制 作過程を理解 し、計 画表 を立 て ることが できたか。

㈲ 表現意 図に合わせて、材料 や用具 を準備す る ことがで きたか。

(4)効 果的 な技 法を使 って表現 し、制作す ることがで きたか。

㈲ お互 いの作 品に興味 を持 ち、発想や表現 の工夫を感 じ取 ることがで きたか。

4展 開 例

(1)課 題 の 設 定

題 材 名 ・ 「オ リジナ ル の絵 本 を つ くる」～ 自分 の イ メー ジを大 切 に して

② 指導 の ポイ ン ト

■ 市販 の絵 本 の多種多様 な内容や スタイルにっいて知 らせ、興味 を持 たせ る。

■ 制作す る絵本の内容、表現 はオ リジナルの もの とす る。

■ 見開 き3ペ ー ジ以上 の枚数の もの とす る。

■ 内容 はス トー リーのあ る もの(連 続 もの)と そ うでない もの(単 発 もの)と を選択 させ る。

■ 計画表 を作成 す ることで完成 までの見通 しを もたせ る。

■ 下描 き用紙 に アイデア スケ ッチを描 かせ、 イメー ジを明確 にさせ る。

■ 内容、形式 、表現方法 、表現材料用具 などにっ いて計画表 に まとめ させ る。
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一

■ 絵本制 作 の手順表 を配布 し、製本 の方法を理解 させ る。

(3)材 料 、 用 具 の 準 備

。下 描 き 用 紙 、(364×203(㎜))

・本 文 用 用 紙(ケ ン ト紙 、 画 用 紙
、 ワ ト ソ ン紙)、(364×203(㎜))

・表 紙 用 用 紙(レ ザ ッ ク 紙)、(450×280(㎜))
、 一 人1枚

・見 返 し 用 紙(ミ ュ ー ズ コ ッ ト ン 紙)
、(364×203(㎜))一 人2枚

・表 紙 の 芯 用 厚 紙(厚 さ2㎜ で200×175(㎜))
、 一 人2枚

(厚 さ2㎜ で200×5(㎜))、 一 人1枚

・ ガ ー ゼ 、 和 紙

・の り 、 ボ ン ド 、 カ ー ボ ン 紙 、 ク ラ ン プ
、 カ ッ タ ー 、 定 規 な ど

(4)指 導の実際

段
階

時
数

主な学習活動 指導の要点 評価の観点

導

入

2 ・題材 にっ いて理解 す

る

・絵本 の作 品を見 てそ

の種類 や内容、表現 方

法 などの多様 さを知 る

・物語の絵本、詩 の絵本 、知

識を楽 しむ絵本、ナ ンセ ンス

な絵本、仕掛 けのあ るもの、

文字のな いものな どで きるだ

け沢山の種類 の絵本 を用意 す

る

・題材 に興味 を持 ち、絵 本

につ いて理解 を深 め る こ と

がで きたか

発

想
・

構

想

6 ・計画表 に沿 って絵 本

の全体計 画を立 て る

・自分 の表現 したい内

容 にっ いて よ く考 え る

・下描 き用紙 にアイ デ

アスケ ッチを描 く

・横書 き、縦書 きによ り、開 く

方向、絵 の進行方 向が変 わ る

・紙の折 り目とな る中央 に絵

の大事な部分を入 れない

・絵 と文 章 は用紙 の端 よ り1

㎝以上 内側 に描 く

・計画表 を作成 す るこ とで

全体 的な見通 しを もっ こ と

がで きたか

・独創 的な内容 、形式 を考

え ることがで きたか

制

作

6 ・ケ ン ト紙 、画用紙 、

ワ トソン紙 の中か ら、

各 自の表現 方法、材料

に合 った本 文用用紙 を

選ぶ

・完成 した下描 きを参

考 に して本文用用 紙 に

描 く(カ ーボ ン紙 を利

用 して も良 い)

・内容 にそ った表 現方

法 、材 料 で仕 上 げて い

く

・表現 方 法(写 真 、抽 象 、 イ

ラ ス トレー シ ョ ン、版 画 、 ス

テ ンシル、 コ ラー ジz、 スパ ッ

タ リ ング、マ ー ブ リングな ど)

の具 体 的 な効 果 に っ い て 例 を

あ げ て指 導 す る

・水 彩 絵 の具 、パ ス テ ル、 カ

ラー イ ンク 、色 鉛 筆 な ど が ど

の用 紙 に効 果 的 か

・文 字 の字 体 や色 に も注 意 を

持 たせ る

・ていねいに作 業で きたか

・表現方法 や技法 につ いて

工夫 し、適切 な材料 を用意

す ることがで きたか
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摩「鷹 欝
・本文の両端 に谷折 り

に した見返 しをっ ける

・ク ラ ンプ で挟 み 、 し

ば ら くお く

・表紙 の紙 の裏面 に芯

用厚紙3枚 とガー ゼ1

枚 をボ ン ドで貼 る

・表 紙 の 四隅 を カ ッ ト

す る

・表紙 の 長 い辺 か ら折

り返 して ボ ン ドで 貼 る

1

。開 く方向に注意

わせ る

し一 いに作業できたか

・見 返 しは 背 か ら2cmだ け

貼 り付 け る

本文

・ボ ン ドは芯 用 厚 紙 の 全 面 に

し っか りつ け る

長い辺から先に折り返しボンドで貼る

・ク ラ ンプ で挟 み 、 し

ば ら くお く

i誇認剥騨 囲

1.本 文の背 に和紙 を貼

る

背

見返 し 本文

みぞ(ゆ とりになる〉

ガーゼを貼る

見返し

表紙

厚紙 厚紙

・',

己
!

四すみを切る ＼7

・カ ッ ター を ねか して 軽 く何

度 も切 ると曲 が らな い

一∠
iの

ド 背

1

$mmず つ あ ける

和紙

1

_22_



鑑

賞

1

・表紙 と本文 を貼 り合

わせ る

。クラ ンプに挟ん で し

ば らく乾かす

・本 文 の両 端 の見 遊 した ボ ン

ドをっ けて表紙 に貼 り付 け る。

この と き、 本 文 の背 に は ボ ン

ドを っ け な い

背にはボンドをつけない

・余裕 が あれば表題 を ・定規等 でみぞをっ け ると開

工夫 す る きやす くな る

・相互 に作品を鑑 賞 す

る

・完成 まで意欲 的 に取 り組

めたか

・自己評価 で 自分を見 っ め

よ うとしてい るか

・友人 の作品 の良 さに気 づ

いたか

誓"

聾ぎ

匡吻

趨鷺
乱 ピノ

灘 鱒00it

㍉い 澱 が 蝋 牛課 マ

磯 い.罵 い.て 、、㈱ticら

メぐ'穀ママs":3/e3.0「 て

どこかA、.ち郁議 ら

～歎 は?

ヨ
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ゐ鑑叢

ご蓼 騨織.

一 ぐ ㌦ ∫ ・
モ さ

1.�

。騨蔑灘 薦繋薦

璽覆

雲雀 山茶イ

5ま とめ

■3年 次 の選択美術 の課題 と して この題材を設定 したの は、サ イ ンペ ンや カラーイ ンクな

どを使 ったイ ラス トレー シ ョンの表現 を得意 とす る生徒 が多 い こと、1、2年 次 にい ろい

ろな表現技法 を経験 してい ることなどの理由か らであ る。

■3年 次 の2学 期 の課題 としたのは、美術の卒 業制作 とい う意識 で取 り組 んで ほ しい とい

う意図が あ ったためであ る。 ほとん どの生徒 がその期待 に答 えて くれたが、進路 決定 とい

う心 身 と もに落 ち着か ない時期であ った こともあ り製作意欲 を高 め きれなか った生 徒 が何

人か いた。

■ 当初 、絵 本 は小 さな子 ども対象 の もの とい う意識 の生徒が多か ったが、芸術性 の高 い表

現 内容 の絵本 を見 せ ることでその捉 え方 が変わ って いったよ うであ る。

■ 内容 に は制 限を与 えずに 自由 としたが、 それが制作意欲 を高めたケー スと、逆 にそ うで

ないケースがあ った。中には、新 しい ものを発想す ることが苦手 な生徒 も何人かいたため、

既成 の詩 や作詞 を もとにそのイメー ジを絵 に表す というよ うな方法 を提 示 した り、既成 の

絵本 の部分的 な模写 も大 目にみる結果 になった。

■ 絵 本 の大 きさは一律 としたが、描画材、本 文の紙 の種類 、表紙、見返 しの色 などを選 択

で きるよ うに した。 自分 の絵本の イメージに合 わせて トータルに考 え る機会 にな った。

■ 結 果的 に手軽 な描画材(サ イ ンペ ン、色鉛筆 、パ ステルなど)を 使用す る傾向になった。

なお、少数で はあるが、 自分で染 めた和紙 の貼 り絵 や、 しか けを工夫 した ものがあ った。

■ で きあが った作品 の内容 は多種多様であ り、作者 の人柄 が感 じられ る心温 ま るもの が多

か った。将来 の自分 の子 ど もに見せ るために と心 を込 めて制作 して いる姿 も見 ることが で

きた。

今 回実施 した ような選択 の幅 のあ るオ リジナルの絵本制作 は、生徒 ひとりひとりのイメー

ジを大切 に し、個 性を生 かす ことがで きる題材 と しての可能性 があ ることがわか った
。
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